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Charm of Shoin architecture in Korea is not only educational institutions of mere provinces. It was 
felt strongly when I visited for the first time Shoin architecture. Mountains towering behind the Shoin 
architecture, gently wrap us. River slowly flow, seems time has stopped. Its strange feeling, can not 
forget even now. By Feng Shui philosophy, humans and nature have to realize the harmony while 
keeping a good distance. In this paper it is in the background of the Shoin architecture, Feng Shui 
philosophy, and Confucianism, while considering the overwhelming nature and human relationships 
that exist in the underlying, I want to unravel the space philosophy of Shoin architecture. 
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１． はじめに 
朝鮮時代(1392～1910 年)に地方教育機関の役割を担っ
た書院建築。書院建築を語る上で欠かせない儒教思想を
空間構成に織り込みながらヒエラルキーを構築していっ
た。時代の経過によって儒教思想をさらに強化し、空間
構成も形式化することにより、書院特有の空間構成を生
み出すのである。韓国における書院建築の魅力は、単な
る地方の教育機関ではないところだ。それは初めて書院
建築を訪れた際に強く感じた。背後に聳える山々と、目
の前を流れる川に優しく包み込まれる不思議な感覚を今
でも忘れることが出来ない。人間がそこに存在して初め
て、周囲の自然環境に意味がもたらされることに気が付
いた。つまり、自然と人間が上手く距離を保ちながら風
水思想である調和を実現させている。 
本研究では、その背景にある風水思想、儒教思想そし
て、根底に存在する大自然と人間との関係性を考察しな
がら、書院建築の持つ特有の空間理念を解き明かしたい。
対象地は、朝鮮５大書院建築である紹修書院・陶山書院・
玉山書院・道東書院・屏山書院の 5ヶ所である。 
 
２． 朝鮮５大書院建築 
（１）書院建築とは 
 書院建築とは、朝鮮時代(1392～1910)に儒学の振興の
業績に貢献した先賢を祀り、儒教的要素を備えた人材を
育成する地方教育機関である。朝鮮時代の最高教育機関
であった成均館も書院と同じ性格を持つ教育施設であっ
た。しかし、大きく異なる点は、国から支援を受けてい
た準公立書院を除いては私学であったことだ。 
書院が朝鮮時代に初めて登場したのは、1543 年のこと
である。当時、豊基郡守であった周世鵬によって建てら
れた、白雲洞書院がその始まりである。後に紹修書院と
名前を変え、紹修書院を皮切りに全国各地に書院だけで
約 400 ヶ所、祭祠のみを行う祠宇だけで約 500 ヶ所建立
された。 
政治と関係を持ちながら書院は大きな発展を遂げてい
く。しかし、高宗 5年(1868 年)に 47 ヶ所を残すのみで全
て撤廃されてしまう。政治・社会に及ぼす弊害を懸念し
た興宣大院君によるものであった。書院撤廃によって多
くの書院が姿を消した。だが、それと引き換えに書院が
これほどまでに政治・社会に大きな影響力を与えたのも
またゆるぎない事実である。 
（２）書院建築の類型化とその発展過程 
朝鮮 5 大書院の空間構成を書院ごとに整理した上で、
書院の類型化を試みる。5 つの書院は時系列に従って、初
期・発展期・形式化期の３つに分類することができる。   
初期に分類され最も古い紹修書院は、書院の特有であ
る傾斜地を利用し、ヒエラルキーに順じた断面計画やロ
の字型(図１)の配置計画が見られない。発展期に分類され
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る陶山書院は、陶山書堂として始動した後に増改築を何
度も繰り返し、今日の韓国を代表する書院へと成長を遂
げる。陶山書院の断面構成や配置構成は、後に建てられ
る書院に大きな影響を及ぼし、最も影響力のあった書院
であると位置付けすることができる。最後に形式化期に
分類された、玉山書院・道東書院・屏山書院は、紹修書
院や陶山書院の空間構成要素を継承しながらも、平面構
成を形式化しながら、新たにロの字型の平面構成を生み
出し、形式化期において独自の空間構成を育んだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ ロの字型プラン(玉山書院) 
 
３． 朝鮮 5 大書院建築から見る儒教思想の影響 
（１）周辺環境 
それぞれの書院建築の立地環境の特徴は、三方を山で
囲われていたり、目の前に川が流れていたり、山や木々
によって四方を囲われたりと、かなり閉鎖的な環境であ
ることが分かる。そればかりでなく、書院が周辺の集落
に属していないことが挙げられる。 
柳龍成の位牌が祀られている屏山書院の周辺には、河
回村という村がある。ユネスコの世界遺産にも登録され
ており、豊山柳氏一族が 600 年以上もの歴史を築いてき
た村である。河回村にゆかりのあるはずの屏山書院は、
村に背を向けるように山を挟んだ反対側にひっそりと建
てられている。書院によって差異はあるものの、集落に
属していない。書院が集落という社会に属すことなく、
贅沢を排除し厳しい環境の中に身を置き、学問を追究す
るその姿は、儒学における自己節制精神を体現している
のではないか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 屏山書院周辺環境 
政治的要素も含んでいた書院は、社会との関係を完全
に絶っていた訳ではないが、物理的・精神的な意味合い
で社会との距離を置いていたように感じられる。世間か
ら距離を置き、孤立する様は、厳しい科挙試験という試
練を課せられ官僚を目指す儒学生たちにとって、勉学に
より一層勤しめ、むしろ教育環境として最高の環境であ
ったのかもしれない。 
（２）断面計画 
初期では地形によるヒエラルキーの構築は見られない。
時代を経て発展期になると、地形の高低差を利用し、建
物の機能や用途に応じて配置され、明確なヒエラルキー
を構築することとなる。さらに形式化期では、発展期の
ヒエラルキーの構造化の要素を継承するばかりでなく、
地形の高低差に対して垂直方向の断面図においても建物
の用途や機能によって優位性を持たせヒエラルキーの構
造化を強化していった。書院建築の空間構成が形成化さ
れ発展していく過程の中で、儒教思想を強化しながらよ
り明確に形として書院内に実現させたのではないか。 
 
 
 
 
 
図３ 道東書院断面図 
 
（３）配置計画(屏山書院を例に) 
a）立教堂と東斎・西斎 
立教堂は屏山書院において講堂であり、書院の中心に
配置されている。(図４)これには『教えを正しく立てる』
という意味が込められており、書院内において核心的な
建物であった。その立教堂(赤色)のすぐ側に建てられてい
るのが、東・西斎(青色)である。この建物は学生たちが集
団で起居していた宿舎である。立教堂を中心として東西
に分けられた宿舎は、宿舎としての用途に差異は見られ
ないが、東・西斎ではそれぞれ異なった意味を持ってい
た。それは儒教思想に
は欠かせない東西の
優位性である。西より
東を重んじるため、西
斎には下級生が、東に
は上級生が起居し集
団で生活を共にして
いた。建物の規模、外
見の装飾や建物の用
途に違いは見られな
いにも関わらず、東西
どちらに位置してい
るのかで建物が持つ
意味は大きく異なっ
てくるのである。      図４ 屏山書院平面図 
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b）尊徳祠と藏板閣・典祀庁 
尊徳祠とは、屏山書院を建立した柳龍成の位牌が祀ら
れている廟空間である。続いて、藏板閣は数多くの木版
が収容されていた書庫である。最後に典祀庁は、祭祀を
行う際にお供えものを準備するための建物である。この 3
つの建物はどのように配置されていたのか。平面図(図
５)を見ると、尊徳祠を中心に左右に藏板閣と典祀庁が配
置されている。典祀庁と比較するとわずかではあるが、
藏板閣のほうが尊徳祠に近い。しかし、方角を確認して
みると、格が高いとされる東側に配置されているのは典
祀庁であり、西側は藏板閣であった。先ほど典祀庁は、
藏板閣と比較すると尊徳祠とは距離を保つ。しかし、尊
徳祠で祭祀が行われる際に使用される建物であったため、
書院において尊徳祠と最も密接な関係にあると言える。
そのため、東側に配置されることで書院内での格式の高
さを確立し、重要な建物として配置計画に反映されてい
る。一方、西側に配置されていた藏板閣であるが、東西
の優位性という意味では典祀庁に劣りを見せるように感
じられるが、尊徳祠のすぐ側に配置されている事実から
当時、書院において書籍がいかに尊い存在であったかを
物語っている。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 尊徳祠と藏板閣・典祀庁 
（４）平面計画  
a）立教堂 
講堂である立教堂は配置計画で整理した通り、書院の
中心に位置し、書院を象徴する核心的な建物である。平
面図(図６)を見ると、中央に講学堂の板の間があり、そ
の東側には明誠斎(赤色)、西側には敬義斎(青色)と呼ば
れる諸室が用意されている。東に位置する明誠斎は書院
の院長が起居しており、西側に位置する敬義斎は教務室、
つまり職員室のような役割であったた、ヒエラルキーは
内在化し、平面計画に反映される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 立教堂平面図 
b）東斎・西斎 
講堂である立教堂を中心に東西に建てられた、東斎と
西斎。配置計画では東斎に上級生、西斎には下級生が起
居していたことを整理した。平面図(図７)を見てみると、
講堂側に小さな部屋が 1 つに板の間を挟んでこれまた小
さな部屋が 2 部屋といった構成になっている。東斎・西
斎ともに同じような構成要素となっている。東斎・西斎
はどのような使われ方をされていたのか。分析を行って
いくとここでも、儒教思想を読み取ることが出来た。ま
ず、講堂側に最も近い 1 間の小さな部屋は、現在の生徒
会長の役割を担った有司の一人部屋、もしくは書籍の保
管部屋として使用された。そして、1間板の間を挟み、立
教堂から最も遠い 2 間の部屋には学生たちが起居してお
り、集団での生活を行っていた。東斎・西斎ともに各諸
室は同じ使われ方をされていた。 
このように立教堂に最も近い場所に学生の中で最も立
場の確立されていた生徒会長や、書院において最も重要
な財産の 1 つである書籍を配置することで、他の諸室と
の差別化を図り空間に優位性を持たせていたのではない
だろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７ 東斎・西斎平面図 
 
４． 根底に存在する圧倒的な自然観と風水思想 
（１）点として存在する書院建築(マクロ) 
「風水」は東アジアで生み出された独特の方法論である。
気の流れを読み取り、その気の流に乗ずるような空間を
創造する。なぜ書院はこのような環境下に建てられたの
か。風水において良い場所とされる吉地判断の際に、そ
の判断基準とされていたものがある。それは「山」、「川」、
「方位」である。この 3つは風水を語る上では欠かすこと
の出来ない重要な要素である。 
古くから韓国や中国では「靠(背)山面水」(山に寄りか
かって水に面する)や「背山臨水」(山に背して水に臨む)
などの言葉が存在する。つまり、三方を山に囲われ一方
が開けている場所。なおかつ、開かれた大地には川や池
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などの水が潤っている環境が最も良い場所であるとされ
ている。ここで書院の立地している環境をもう一度整理
してみたい。陶山書院の周辺環境は、三方を山で囲われ、
その前方には山と山の間を這うように蛇行する川が存在
する。また、屏山書院の周辺環境はどうだろうか。書院
の建っている山の先に川が流れ、その先には屏山があり、
山と山に挟まれるように窪みが出来ていることが分かる。
(図８) 
 
 
 
 
 
 
 
 
図８ 屏山書院周辺環境図 
 
風水学的にはこの窪みが重要なのである。山から下り
てきた気が「穴」と呼ばれるこの窪みに溜まり、そこか
ら川の流れによって流れ出す。このサイクルは風水思想
の理に適っており、非常に良い場所として扱われる。2
つの書院の事例を挙げた通り、書院の立地する周辺環境
というのは、風水思想における吉地の条件にぴったりと
当てはまる。残りの道東書院、玉山書院に関しても、同
様に山に囲われ大小という差異はあるにせよ川を有して
いる。紹修書院は、平坦な地形に建てられており山に囲
われておらず少々特殊な環境ではあるが、書院を縫うよ
うにして川が流れており、風水思想の足跡を感じること
が出来る。 
 
 
 
 
 
 
 
図９ 玉山書院周辺環境図 
 
このように書院の立地する環境は大自然に囲まれ、単
に人間にとって気持ちの良い環境を選定しているだけで
はない。風水思想に従ってそのロケーションが選定され
ていく。こうして、広大な自然の中に書院が点として置
かれることにより、初めて周囲の自然環境や書院自体に
も意味がもたらされることとなる。大きな面であった自
然に点としての書院の出現し、意味をなし一つのランド
スケープを形成する。 
自然に埋もれるように佇む書院建築を目の当たりにし
たとき、建築全体を把握しようとするとそれをはるかに
超える圧倒的な自然が目の前に立ちはだかる。書院がそ
こに存在しているからこそ、目の前にある膨大な自然を
無意識的に、より意識することとなる。広大な自然を意
識する過程は、書院を目の当たりにする前から実は始ま
っているのではないだろうか。書院を訪れるまでに超え
てきたいくつもの山々や書院までに要した時間、険しい
山道を歩く時など、書院にたどり着くまでのこれらの経
験が、私たちの意識の中にすでに広大で想像を遥かに超
えた大自然が広がっている。 
（２）人間と自然を繋ぐ書院建築(メゾ) 
これまで整理してきたように、人間は書院建築の空間
構造の内にヒエラルキーを緻密に織り込み、人間たちが
作り上げた一種閉鎖的な空間のようにも思える。人工的
な書院建築と自然は一見すると一番遠く、相反する存在
のように見える。どのようにして自然と書院建築が融合
するというのか。しかし、書院内に足を踏み入れると私
たちの予想とは異なる景色を見せてくれる。 
書院建築の背景にあるものはやはり人間と自然とを繋
ぐ風水思想なのだ。人間は、これまで気の流れを読み取
りその気の流れによって人間の住環境を整えてきた。自
然の力を読み、自然の素晴らしさから恐ろしさまですべ
てを知った上で、自然とどう上手く付き合っていくのか。  
風水では自らの於かれたその環境に対して適応してい
くという考え方ではなく、自然の力を逆利用していく意
味合いを強く持つため自然との調和を図るという要素が
強い。自然には敵わないと理解しながらも、自然を享受
し自然と向き合う姿勢が風水の根底には存在する。では、
具体的に人工物である書院は敷地内にどのようにして自
然を逆利用し、自然を取り込み、自然との調和を図って
いるのだろうか。 
a）傾斜地が意味する風水思想とは 
書院の立地している環境は、傾斜地であるということ
は第二章のヒエラルキーの構造化を指摘した際に整理し
た通りである。敷地の高低差に従い、建築の空間にも優
劣を与え儒教思想を体現していた。これは陶山書院を俯
瞰したスケッチである。(図１０)書院建築が山の高低差
に沿って建築空間をおりなし、自然に根を張るかのよう
にして。まるで数千年も前からここに存在するかのよう
に静かにこの場所に佇んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１０ 陶山書院俯瞰スケッチ 
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儒教思想においてヒエラルキーの構造化の象徴を意味
するこの傾斜は、風水思想では果たしてどのような意味
を持つのであろうか。風水には次のような教えがある。
気の強い人をその発生源に置き、そこから順に下って席
を決めるというものである。書院の断面図を見てみる。
(図１１) 
 
 
 
 
 
図１１ 玉山書院断面図 
 傾斜の最も高い位置に、書院内において最も格の高い
廟空間が配置されている。土地の傾斜に順じて、廟空間
に次いで格の高いとされる書庫の空間や講堂が配置され
ている。そして最も低い下層部には学生空間である寮な
どが置かれている。風水思想に習うならば、書院空間の
最も上層部に位置する廟が、背後の山から強い気を受け
取り、廟空間がその強い気を傾斜に沿って順次送り出し、
最終的には目の前に流れる川へと気を送るのだ。朝鮮 5
大書院の中で、唯一傾斜地ではなく平地に建てられた紹
修書院でさえも、廟空間の背後には小高い山が存在する
のだ。つまり、書院が立地する傾斜地の持つ意味は、単
にヒエラルキーの構造化を明確に可視化するだけでなく、
気の流れを円滑に行うことで風水から受ける恩恵をさら
に高める意味が込められているのではないだろうか。 
b）内部と外部を繋ぐ書院空間 
形式化期に分類された書院には、平面構成にロの字型
(図１)をした空間を持つのが特徴である。玉山書院や陶
山書院のように、四方を建物で覆われているため、一見
かなり閉鎖的で外の世界を遮断するようである。院子と
呼ばれる中庭を持ち、四方を建物で囲う、中国の伝統的
な住宅の形式である四合院とその姿を似せる。しかし、
ここから見える世界は決して閉鎖的でなく、近景・中景・
遠景を巧みに用いることによって、むしろ外部の世界と
内部の世界を結びつけるようである。玉山書院の講堂か
らの眺望を見ると、遥か遠くに存在する景としての存在
する山を認識することが出来る。(図１２) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１２ 講堂からの眺望(玉山書院) 
屏山書院における講堂からの眺望はどうだろうか。敷
地内に植樹された左右の小さな木々。敷地の外には植樹
された人間の背を超えるほどの木々。そして、その奥に
は目の前を覆うほどの屏山。近景・中景・遠景とバラン
ス良く展開されている。(図 1３)) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１３ 講堂からの眺望(屏山書院) 
人間が作り出した人工物である書院建築。講堂から望
める遠景である山々の存在によって、外部環境と内部環
境を上手く繋ぐのである。近景としての自然、中景とし
ての自然も自然と人間を繋ぐ上で欠かせないことは言う
までもない。図と景との絶妙なバランスによって決して
閉鎖的でなく、しかし開きすぎない程よい距離を保った
空間創造を可能としたのだ。四合院のように完全には四
隅を閉じず、あえて隙間を設け余白を残したのも開閉の
バランスを保つ鍵なのではないだろうか。 
書院から見える景色は時代の流れと共に変遷していく
が、常に意識は自然の中にあり、徐々に図と景の存在を
明確にしてきた。自然には絶対に敵わないと理解しなが
らも自然界の一存在として、その立場を確立してきた。
自然に対して適応するのではなく、すべてを受け入れた
上で自然とどう調和するかを考えた答えをこの景色が物
語っているようである。 
c）視点の変化に伴って意味付けられる自然 
先ほどはそれぞれの書院のアプローチに対して反対方
向である講堂からの眺望に関して分析を行ったが、今度
はアプローチした際に講堂の背景に見える景色について
分析を行いたい。 
これは玉山書院にアプローチした先に見える景色であ
る。(図１４)先ほどの講堂からの景色とは全く印象は異
なる。どちらも同じ山には変わりはないのだが、視点を
変えるだけでこうも印象は変わる。先ほどの景色(図１２，
１３)は講堂で教えを説く先生からの視点であるならば、
この景色はここで教えを乞う儒学生からの視点である。  
講堂空間は、儒学生にとって崇高な場所であり、書院
内においても格の高い重要な場所である。講堂の背景に
覆いかぶさるように木々が覆い茂り、飲み込んでしまい
そうである。このような場所の背景に存在する自然は先
ほどとはまた違った意味を持つようである。書院の威厳
を保つ意味合いを持つだけでなく、自然の厳しさや荒々
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しさが学問の厳しさを体現し、儒学生たちの心を律して
きたのかもしれない。一方、講堂から見えた遥か彼方に
見える山々や自然はおおらかで、人間を優しく包みこむ
ようである。それはまるで先生が儒学生たちを包み込む
ようである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１４ 玉山書院 
このように同じ山であっても、視点や立場が変わるこ
とで、その背景に見えてくる自然は大きく変化するだけ
でなく、意味合いにも変化をもたらす。人間は書院での
空間体験を通して自然との上手な付き合い方、程よい距
離の図り方を行いながら自然に意味付けを行っているよ
うだ。ヒエラルキーが緻密なまでに構造化された書院で
は空間体験をする過程において、圧倒的な自然がまたし
ても目の前に立ちはだかる。その時、書院内にどんなに
地位や名誉のある人物であっても、自然の前では一人間
として、自然界には扱われてしまう。自然が建築のみな
らず、人間の欲や名誉などずべてを包み込んでしまう。 
（３）人間によって包み込まれる自然(ミクロ) 
 先ほどは書院から外部環境をどのように繋げ、距離を
保っているのかを分析してきた。今度はさらにスケール
ダウンを行い、門や窓などの開口部や塀の高さなどの建
築的操作によって切り取られ描かれる自然についての分
析を行いたい。 
 これは陶山書院の敷地内に存在する門を描いたスケッ
チである。(図１５)スケッチの中央には門の開口部によ
って切り取られた一本の木が見える。その周辺には石畳
の脇に生えた草や小さな木々が見られる。門の背景には
木々が覆い茂っている。開口部によって切り取られた自
然とその周囲にある自然は意味が異なる。開口部によっ
て切り取られた自然は図として、その他の周囲の自然は
景としての自然と大別することができる。 
開口部によって切とられる自然を分析することで、自
然を図と景とに意味付けを行うことができた。風水思想
の根底には人間は自然には敵わないという理念があり、
例えば人間の力で山を動かすことや、川の流れを変える
ことは不可能であることを心得ていた。これまで人間は、
風水思想に習い無理に逆らわず、大自然の一存在として
自然との関係を築いてきたのだ。 
その中で唯一、人間が思いのままに自然を操ることを
可能としたのが、建築的手法を用いて自然を操作するこ
とであった。建築という手段を用いて、窓や門の高さ、
開口部の大きさなどを利用し、一種の理想を自然に投影
しようとしていたのではないだろうか。 
 これまで自
然界の一存在
として圧倒さ
れ、自然に包括
されていた人
間が、このよう
に建築的手法
によって切り
取られた目の
前の世界では、
人間が自然を
操り、自然を包
み込む存在と
なり得たので
ある。 
           図１５ 陶山書院内門スケッチ 
（４）人間と自然を繋ぐ中間領域としての晩対楼(マ
ンデル)の存在 
学生の休息場所として、また講堂空間としても使用さ
れ多目的空間であった晩対楼(マンデル)。玉山書院では
無辺楼と、道東書院では水月楼と呼ばれた。名称こそ書
院によって異なったが、使用用途に違いは見られずほと
んど同じような役割であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１６ 晩対楼から望む屏山 
これらの建物は壁を有さない。そのため完全なオープ
ンスペースとなり内部空間でありながら、同時に外部空
間となるのだ。また、非常に興味深いのが晩対楼・水月
楼・無水楼の書院内での立ち位置である。屏山書院の断
面図(図１７)を見てみると、傾斜地の最も低層部に属し
ている。(赤色)敷地の高低差を利用し、これほどまでに
構造化されたヒエラルキーの底辺に位置するのだ。しか
し、最も低層部に位置するからこそ目の前の視界を遮る
建物は一切ない。この場に座ると目の前には屏山が聳え、
自然と対峙することとなる。それはまるで、この地救上
に自分自身と目の前に立ちはだかる大自然だけしか存在
していないようにさえ感じてしまうようだ。 
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図１７ 屏山書院断面図 
内部空間でありながら外部空間。人工物である書院建
築と自然を行き来する曖昧さがこの場所には存在する。
そんな曖昧さを兼ね備えた晩対楼は、ヒエラルキーを構
造化した書院内では下位層にありながらも、人工的な書
院と自然界を繋ぐ媒体として機能する。それだけでなく、
ひいては人間と自然を繋ぐ場所となり書院の中で最も重
要な役割を担うと言っても過言ではない。 
（５）書院建築を体現化させる宇宙観 
 書院空間を成立させているものそれは、自然・都市・
敷地・建築・人間である。スケールの異なる 5 つの要素
が互いに重なり合って、互いに影響を与え合いながら一
つの空間を創造している。 
 まず、自然と都市であるの関係性についてだ。広大な
自然に対して都市を形成する際に、風水思想を用いロケ
ーションが決定される。風水思想にとってロケーション
の決定は重要な要素であり、今後の未来まで左右すると
されている。広大な大自然のどこに都市を形成するのか。
どのような自然環境の中に身を置くのか。こうして自然
の中に点としての都市が形成される。 
 続いて都市と書院の敷地はどのような関係性なのか。
まず儒学思想の観点から分析する。都市の中に佇む集落
と書院建築。人間が生活を営む集落(社会)に対して、書
院建築は集落(社会)に背を向けるように人里離れた場所
にその身を置く。官職を退き学問を追求しようとする
人々、科挙試験に敗れた人々、真の儒学者を目指す人々
などさまざまな人が書院へと集まる。社会に属せない自
分自身の身を投影するかのように、集落(社会)に属さず
人里離れた厳しい環境に身を置く。これは儒学思想の自
己節制の精神を表しているのではないだろうか。次に風
水思想ではどうか。三方を山で囲われ、視界の開けたそ
の先には、川が流れている。このような場所は風水的に
は最も良い場所であり吉地とされている。都市において
書院は、儒教思想と風水思想によってその立場を確立し
ていく。 
 続いて敷地と建築はどのような関係性だろうか。断
面・配置計画それぞれについて整理する。まず、断面計
画についてだ。韓国における書院建築は儒教思想が、明
確に断面計画に反映されている。書院の中で最も格の高
い廟や書庫空間は傾斜地の上層部へ、講堂空間はその下
へ、そして宿舎などの学生空間はそのさらに下層部へと
傾斜地に対して建物に優劣を設けながらヒエラルキーを
構築していく。 
断面計画では儒教思想の要素がかなり強かったが、配
置計画では風水思想の要素がかなり関係している。それ
は、西よりも東を重んじる風水思想がそこにはある。実
際、敷地に対してどう配置されているのだろうか。中央
に配置された講堂に対して、宿舎が左右対称に 1 棟ずつ
配置されている。それぞれの宿舎の規模・装飾・用途に
何の差異も見られない。しかし、1つだけ異なる点がある。
それは方位だ。東西の優位性に習って、東に配置された
棟には上級生、西に配置された棟には下級生と方位によ
って区別されていたのだ。このように敷地に対して、儒
教・風水思想を用いて建築にそれぞれ意味を持たせてい
た。 
次に建築と人間はどのような関係性を保つのか。先ほ
ど風水思想の東西の優位によって区別された宿舎を再び
取り上げる。東西に配置された宿舎の平面計画に、また
しても儒教思想が織り込まれている。宿舎の中でも講堂
へ最も近い部屋には、生徒会長など宿舎の中で最も地位
の高い人物のための諸室として使用され、残りの学生は
講堂から離れた諸室で生活を行っていた。東西で上級
生・下級生と差別化を図っていたにも関わらず、平面計
画にさえも徹底的な差別化が行われていた。このように
儒教思想を用いて使用する人間によって建築が持つ意味
が異なっていた。 
最後に、人間と自然はどのような関係性を保つか。書
院内において開口部や塀の高さを用いて自然を切り取り、
自然を操作している箇所がいくつかある。例えば、典祭
庁と呼ばれる建物がある。ここは祭祀のための準備室と
して使用され、書院の中でも格式の高い空間とされてい
る。この典祀庁には、開口部が 1つだけ設けられている。
開口部の先には 1 本の樹木が植樹されている。まるで人
間とその 1本の木が対峙させるかのように意図的に。 
多目的空間として使用された晩対楼はオープンスペー
スであるため、内部空間でありながら外部空間という性
格を持つ。また、この晩対楼は傾斜地の最も下層部に建
てられているため、目の前の視界を遮るものは何一つと
して存在しない。ここから見えるのは聳え立つ山々と穏
やかに流れる川のみである。 
 
このように自然と人間が対峙し得る場所では、地位や
富を築きどんなに権力を有している人物であっても、皆
一人の人間として自然と向き合うこととなる。これまで
儒教思想や風水思想によって、ヒエラルキーの構造化な
ど、ある種の人間の理想郷を書院建築を用いて体現化を
行ってきたが、それらを全否定してしまうような建築的
操作や空間の挿入によって、書院建築は完成され書院の
宇宙観が体現される。 
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５． 結論 
韓国における書院建築は自然・都市・敷地・建築・人
間から構成される 5 つの異なるスケールで成り立ってい
る。各スケールは互いに作用しながら、書院建築という 1
つの空間形態を生み出す。時代の変遷と共に空間構成は
形式化され、儒教要素をより強めながらヒエラルキーを
構造化する。例えば、断面構成のみならず配置構成や平
面構成にまでヒエラルキーを内在化させるようになる。
しかし、時代が変遷しどんなにヒエラルキーが強化され
ようが、どの書院においてもその根底に存在していたの
は、人間の創造したヒエラルキーを打ち消してしまうほ
どの圧倒的な山や川などの大自然であった。 
自然はマクロ・メゾ・ミクロの 3 つのスケールで、都
市・敷地・建築・人間のそれぞれのスケールと関わりな
がら一つの空間を創造する。人間をはじめとして、都市・
敷地・建築は常にこの自然の中に存在するのである。そ
の中で自然には敵わないと自然を享受しながらも、自然
界において無力な存在である人間の存在意義見出そうと、
時に自然に身を委ねながらも、時に自然を意のままに操
作しようと書院という手段を用いたのではないだろうか。
そして自然との共存を図った。 
また、形式化期に出現した晩対楼(マンデル)と呼ばれる
建物が書院の敷地内に存在する。壁を有さない晩対楼は、
屋内でありながら屋外という曖昧さを持つ。また、傾斜
地の最も低層部である書院の入り口に位置している。晩
対楼が持つ曖昧さと、書院内での立ち位置よりヒエラル
キーを徹底的に構造化した書院の中では決して格式高い
建物ではないものの、人工物である書院(人間界)と自然界
を繋ぐ媒体として重要な役割を担っている。晩対楼は単
に人間界と自然界の媒体として機能するだけでなく、こ
の場に佇んだ時に人間は自然と対峙し得る。同時に人間
と自然が対峙し得る空間があるからこそ、書院が機能し
始めるのだ。このように人間と自然とが互いに気持ちの
良い距離を保ち、相互作用し得る建築空間を実現させた
のが韓国の書院建築なのである。 
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